
りんどう通信
熊本県益城町

発行所／第2720地区 熊本りんどうロータリークラブ

全国のロータリアンの皆様に義援金のご協力を頂いたこと、心より感謝申し上げます。

地震後4か月  益城町の現状は…復興は始まったばかり！ 皆様ご支援・ご協力・ご助言をお願いします。

① 住宅の全半壊は全体の過半数(5500棟)を超え、倒壊家屋の撤去作業だけで2年近くかかると思われます。
　 仮設住宅への移動が始まりましたが、家財道具を保管するスペース(コンテナ等)が不足しています。
　 住宅だけでなく移動手段(車、自転車など)を失った被災者も多数居ます。路線バスも再開しておらず、
　 学生が自転車などの交通手段を必要としています。

② 町内7小中学校も被災し、体育館や運動場の一部が使用できない学校もあります。
　 校内遊具や備品が損傷している学校への支援が必要です。

③ 転校を余儀なくされた児童やPTSDで眠れない日々を過ごしている子ども達も多く、今後の心のケア
　 が急務です。

【連絡先】 熊本りんどうRC 会長桂まで  E-mai l  katsura2316@gmail.com
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　有史上初めて震度７が２回（M6.5・M7.3）続
いた、今回の熊本地震の震源地である益城町
は未曽有の被害を受けました。
　熊本りんどうロータリークラブは益城町を活
動拠点としており、地震直後より一丸となって、
町の支援活動を行い、現在も復興へ向け連日
絶え間ない歩みを続けています。今回の被災に
対し、皆様から当クラブへ多くの激励や温かい
ご支援をいただき、感謝の念に堪えません。
　今回御礼の意味を込め「りんどう通信」第
１号にて地震後の町の状況、当クラブの支援
活動を皆様にご報告いたします。

４月14 日夜、そして16 日未明に

最大震度7を記録する熊本地震が発生。
REPORT

■益城町／犠牲者　20名
■12,000 戸中／
　全壊家屋＝2,000戸　半壊家屋＝4,000戸
■町内10カ所以上に
　5,000名以上の避難者が生活。



　水などの救援物資を応援SNS
で全国に発信。会員の会社を中
継地点とし、本当に不足している
避難所や車中泊の被災者に物
資を届ける活動をしました。

当クラブの支援活動
① 救援物資の配布

◎熊本エミナースにて豚汁の提供
◎地元青年団と協力して昼食の炊出し
◎別府RC様のご協力で雨の中800名にラーメンの提供
　（別府まじめラーメンさんは大好評でした！）
◎世田谷RC様の協力で焼きそばの提供　
◎奈良大宮RC様の協力でうどんの提供　など

② 被災者への炊出し（計5回）

　倒壊家屋の瓦礫処理、家
財道具の搬出時の車両不
足解消を目的として、2650
地区及び大分キャピタル
RC様のご協力で開始・継
続しています。
　トラックにロータリーのステッカーを貼ることで、活動をPRし、地
元テレビ局のニュースでも紹介されました。

　11月23日(水)に当クラブ10周年記念式典を予定しています。現在、皆さまに元気を取り戻していた
だけるよう、準備を進めています。ぜひともご出席いただきますよう宜しくお願いいたします。
　また、被災地視察に来熊されました新川尚・五十嵐正様はじめ横浜旭RCの皆さまのご協力により
本号発行となりました。感謝申し上げます。

③ レンタカープロジェクト

　「がんばろう熊本 がんばろう益
城」のスローガンが入ったTシャツ
を、計400枚作製し、希望者へ配
布することにより士気を上げ、支
援の輪が拡がりました。

④ ボランティアの方への応援Tシャツの配布

　自宅の全壊・半壊で、制
服や自転車がなくなってし
まった御船高校の生徒60
名のために30万円の義援
金を送りました。

⑤ 御船高校への義援金30万円

　ある避難所では、朝はお
にぎり、昼はパン、夜は弁当
というように、温かいものや
汁物が支給されることはあ
りません。６月15日より、朝
から温かい手づくりの味噌
汁を提供しています。

⑥ 「朝スープましき」プロジェクト

【現状案内】茅ヶ崎中央RC・高槻東RC・川口南RC・日田中央RC・
横浜旭RC様が益城町に訪問され現状案内し、町に義援金を贈っ
ていただきました。また豊中中央RC様のご協力で、太鼓演奏もご披
露いただきました。
【義援金】朝霞RC・宝塚武庫川RC・横浜西RC様はじめ、全国の
ロータリアンの皆様から義援金をいただきました。誠にありがとうご
ざいました。有意義に使わせていただきます。

　終わりに、地震発生から4 か月が経とうとしていますが、今だ町内
の解体工事は殆ど進んでおらず、復興には程遠い状態です。これか
らも私たちにどのような支援が出来るか、日々 考え、行動し、復興のた
めに頑張ってまいりますので、皆様ご協力よろしくお願いいたします。

⑦ その他
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Special Thanks!
Special Thanks!


